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一日中医学協会助成事業一

開発途上国における環境汚染の発生・生殖影響に関する研究

要旨

研究者氏名 横山和仁

日本研究機関三重大判て判完医学系研究科

研究者氏名 田英

中国所属機関上海交通大学医明覧予防医学教室

その他の共同研究者北村文彦、木田博隆、許菅

近年、内分泌かく乱物質をはじめとする各種環境化学物質の低r掛暴露によるヒトへの健康影響、とりわけ
次世代に継代されうる生殖影響、あるいは胎児への急性・慢性毒性影響が世界規模で危↑具され、その実態解明

が急がれている。本研究は鉛などの微量金属の非職業低濃度曝露を有する女性の女勤辰、出産に至るまでの生殖

機能影響、ならびにこれらの女性由来の胎児・新生児に出現する先天異常障害の量一影響仮応)関係を、中

国上海市の妊婦と新生児を対象として検討した。

KeyWord 

微益金属、生殖影響、低体重児

緒言

微盆金属はヒトの物質代謝を維持するのに不可欠であるが、これらの物質の体内蓄秘は中毒になる原因で

もある。環境汚染の職業性暴露がヒトへの似It影響は従来から知られていたが1-3)、近年、内分泌かく乱物質

をはじめとする各種環境化学物質の低濃度曝露によるヒトへの健康影轡、とりわけ次世代に継代されうる生

殖影響、あるいは胎児への急性・慢性毒性影轡が世界規模で危f具され、その実闘将明は急務である。特に、

国際的にみると、化学物質などの微量暴露によって生じる生殖・発生影響のヒトにおける解明はまだ不十分

である。

近年の先行研究では、中村ら4)や佐藤ら5)は、ラットを用いて、妊娠中カドミウム(Cd)の低濃度暴露による

母子間移行及び胎児毒性に関して実験し、低濃度のCd暴露が母体骨代謝と胎児毒性に影響を及ぼしていると

報告した。また、仲井ら6)はマウスを用いて低濃度メチノけく銀長期暴露による神経行動的影轡を解析し、有

意に影響があると砺容された。一方、ヒトにおける環境化学物質の低濃度暴露について、 Mohsenら7-9)は鉛な

どの重金属と生殖・胎児毒性影響との因果関係を分析し、鉛(Pb)、アンチモン(Sb)、マンガン(地)の環境暴

露が妊娠高血圧、子痢前症のリスク要因であると報告したが、実際環境化学物質の微丑暴露と胎児毒性影響

との因果関係に関する研究は多くない。

一方、出産期医療の発展につれ、正常体思巴の死亡率は大きく減ル、したが、早産や低体重児の死亡率は相

当高く、低体重は出産期死亡の主な原因となっている(0)。また、妊娠中に妊婦体内の微量元素の濃度が新生

児の体重や出産後児の発育に影響を及ぼしているという報告がある11-15)。したがって、環境化学物質の微量

暴露と生殖・胎児毒性影響との因果関係を明らかにすることは、人類の存続に直接関わる生殖機能を正常に

維持し、次世代を担う胎児の健全な出生をサポートするための予防医学的あるいは臨床医学的方策を決定す

る上で極めて重要であると思われる。

そこで、、本研究は研究交流の持続的進展を図るとともに、開発途上国である中国・上海における環境因子
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の健康影響の研究の発展を目指して、鉛などの金属の非職業低濃度曝露を有する女性の妊娠、出産に至るま

での生殖機能影響、ならびにこれらの女性由来の胎児・新生児に出現する先天異常障害、特に低体重児に焦

点を当たって、盆ー影響仮応)関係を明らかにすることを目的とする。

対象と方法

中国の工業化都市ー上海を対象地域とした。上海市は1350万人を超える大都会で6340平方キロメートノレ以

上の面積を有し、軽工業化による環境汚染が著しい地域である。また、農村近郊の人口も少なくなく、総人口

の約 30%を占めている。調査とした病院は、サンプルを一般化しやすいため、市中心にある上海交通大学医

判却付属瑞金病院と市近郊にある上海市第七人民病院の産婦人科を選んえ

研究期間:平成18年4月'"'-'3月

研究対象者:以下の条件を満たし、研究期間に分娩した(自然分娩)妊婦、その配偶者及び胎児

A. 両親とも遺伝性疾患、先天性疾患などがないこと;
B. 多胎でないこと;

C. 母親は目白首、妊娠中毒、妊娠高血圧がないこと;

D. 苧l帥は孟37週、体重は2500g以下である，こと
研究方法:対象とする妊婦・配偶者に研究目的と方法を十分説明し予め同意を得た上で (informedconsent) 

以下を行った。

1.データ収集:以下を収集した。①母親〈妊婦)の静脈血および肺帯血(出産時)、尿。②母親の年齢、

体重、身長、血圧、教育歴、収入、分娩形態、職歴、喫煙・餅圏、既往歴伺産期異常を含む)、妊娠・

出産歴、飲料水供給源(水道、井戸など)、牛乳消費拡等。③新生児の出産週齢、身長、体重、頭園、胸

囲、 Apgarscore、先天異常(体表奇形ほ的等。⑪と親配偶者)の年齢、体重、身長、血圧、教育歴、

収入、職歴、勝~.餅酉、既往歴、飲料水供給源(水道、井戸など)、牛乳消費量等。②、③、④は病院

の診療記録および本人への面接聞き取り調査により収集した。

2.解析方法:母親の静町岨及び腕帯血は病院で採取し、上海交通大学医判完で一般生化学分析を行った。

残りは冷凍保存(一200C) して、予定数の試料が集まったら上海交通大学医判淘哨属児童医学研究センタ

ーでICP-MSを用いて、鉛(Pb)、アンチモン(Sb)、マンガン(Mn)、カドミウム(Cd)、コバノレト(Co)、E鉛

(Zn)、水銀(Hg)、枇京(As)などの微盆金属と農薬(および代語1物)の濃度を測定した。

結果

現在まで収集された 116例のデータの単純集計は以下の通りに報告する。今後ICP-MSの結果をまとめて

ゆく予定である。

1. 妊婦及び配偶者の基本データ

項目 最小値 最大値 平均値 標準備差

妊婦の年齢 19 40 27.96 4.257 

妊婦の妊娠前体重 41. 0 73 53.435 5. 7984 

妊婦の出産前体重 50.0 94.0 68.967 9.1139 

妊婦の身長 136.0 173.0 161. 495 4.9509 

父親の年齢 20 48 30.39 5. 149 

父親の体重 51 135 73. 16 11. 991 

父親の身長 161 189 174.46 4. 731 
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2. 妊婦及ひ酒己偶者の生活習慣に関するデータ

項目 妊婦 配偶者

喫煙歴 あり 114(98.3児) 60 (51. 7覧)

なし 1 (0.矧) 51ω4.09の
受動喫煙歴 あり 67(57.邸) 55(47.8%) 

なし 48(41. 4%) 60(52.2先)

飲酒歴 あり 113(97，41覧) 31(26.7九)

なし 2 (1. 7先) 80(69.0見)

飲用水供給源 水道水 52 (44.邸) 61 (52. 6見)

井戸水 1 (0.鮒) 。
浄水器の水 51 (44.側) 49(42.2見)

ベットボトル浄水 9(7.邸) 2 (1. 7'覧)

牛乳の飲用 あり 99(85.3見) 66(56.舗)

なし 11 (9.6覧) 44(37.9先.)I 

医療保険の有無あり 66(56.鰯)

なし 49(42.2%) 」

3. 妊婦の妊娠・分娩史

項目 あり なし

月経異常 20(17.2見) 92(79.3覧)

流産史 39(33.6'覧) 76(65.5覧)

脳閥陀期検査 99(85.3見) 7(6.側)

妊t慰問の服薬 49 (42.却) 61 (52.6'先)

妊娠期放射線との接触 6(5.2%) 108(93.1先)

矧開明農業との接指虫 2 (1. 7見) 113(97.4'犯)

妊娠中に家庭内の農薬備蓄 1(0.9出) 114(98.3九)

4. 新生児の基本データ:新生児の中、男性57名、女性59名であり、全て先天性異常なし。

項目 最イイ直 最大値 平均値 標準備差

新生児の週11命 32 41 38.44 1. 343 

新自尼の体重 1200g 4840g 3261. 68g 544. 745g 

新生児の身長 41cm 52cm 48. 97cm 2. 233cm 

新生児の頭囲 32cm 37.5cm 34. 659cm 1. 2852cm 

新生児の胸囲 30cm 38cm 33.306cm 1. 815cm 

新生児出産時

のApger評{面 9 10 9.99 .105 

5. 住まい環境

項目 あり なし

最近3年内の内装 49(42.2犯) 63 (54.3覧)

部屋内の匂い 9(7.邸) 106(91. 7覧)

住宅周辺の工場 9(7.邸) 106(91. 7免)
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住宅周辺の主な交通線

冬に暖房の使用

部屋内殺虫剤の使用
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